
我が国の工業高校に学ぶ生徒の数は，昭和４０

年の６２４,１０５人をピークとして減少に転じ，現

在はピーク時の半数にも満たない３０万人を切る

状況へと推移している。工業高校生の数がピー

クだったころの卒業生が，いわゆる団塊の世代

と呼ばれる年代にあたり，我が国の産業界を支

えてきた。当時の方々は，技術的にも技能的に

も優れた人が多く，「メイドインジャパン」の

品質を保証してきた人々でもある。

本書は，ものづくり立国ニッポンの現状を

「戦後日本の高度成長と，バブル崩壊後の『も

のづくりニッポン』復活を支えてきた『技能集

団』がゴッソリ抜け落ちる危機感が，ものづく

り現場に広がっている」と分析し，２年に一度

開催される「技能五輪国際大会」を糧に，技能

伝承への取組を推進している企業や人々を取り

上げ，今後の方向性を示した本である。

本書の構成は①２００７年問題と技能五輪　②も

のづくり現場の今　③「和」の力　④ヘルシン

キでの熱き闘い　⑤人を「創る」 ⑥技能五輪

の歴史　⑦職業紹介　⑧対談　⑨資料「２００７年

ユニバーサル技能五輪国際大会」となっている。

データが駆使されているという内容ではない

が，必要に応じた分析が成されており，技能伝

承の課題とその解決に向けた方向性を知る上で

１４

の入門書として推奨する。特に，今年１１月に静

岡県沼津市を中心として開催される「ユニバー

サル技能五輪国際大会」は，技能五輪国際大会

と，身障者のための技能五輪「アビリンピック」

が，世界で初めて同時開催となった記念すべき

大会でもあり，観戦に当たっては過去の経緯な

どが参考になると思われる。

技術・技能に目を向ける人々が増加し，その

必要性も声高に叫ばれている昨今ではあるが，

絶対数の不足は将来に不安感を抱かせる原因と

なっている。本書によれば，レオナルドダビン

チなどが活躍したルネッサンス時代のころは，

およそ６０年の間に４割近い人口減があり，当時

はその最低の時期であった。しかし，そのよう

な時代だからこそ歴史に冠たる文化が育ったと

も言える。「人口が減少すると人々は生産性の

高い分野に進出する。このため１人あたりの所

得は向上し，文化が生まれる素地が出来る」な

どという堺屋太一氏の分析も味がある。また同

時期は，日本では室町時代に位置しているが，

この時期に書院造りや茶の湯，歌舞伎など日本

文化の原型ができ，大工，左官，漆器，陶芸な

ど，我が国のものづくりの原点となる技術・技

能の礎ができた時期でもあったとの事である。

入職する人が少なければ，その分を補完でき

る能力を有する人材を育てれば課題は一気に解

決するが，そのためには工業高校に進路を目指

す中学生を増やす必要がある。若い時代の感動

は人生をも変えるエネルギーを秘めている。願

わくは本書に目を通し，技能五輪へ足を運んだ

中学生の中から，明日のものづくりを担う人材

が育つことを願っている。
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